
解

説

三
谷

恵

子

訳
出
し
た
二
つ
の
短
編
「
電

説

話
帳
」
(
討
r
p
g
E
E
E
H
r
)

と
「
お
嬢
さ
ん
」

(
司
自
己
B
呂

田
)

は
、
ミ
リ
ェ
ン
コ
・
イ
ェ
ル

ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
の

『
サ
ラ
ヱ
ヴ

ォ
・
マ
|
ル
ボ
口
』
(印五

g
E
Z
E
r
o
s
-
一
九
九
四

年

)
と

『
歴

史

読

本

2
』
宣
言
。
コ
」

MEm-門
S
E
N・

二
O
O四
年
)
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

作
者
イ
エ
ル
ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
は
、
一
九
六
四
年
サ
ラ
ヱ

ヴ
ォ
生
ま
れ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
系
ボ
ス
二
ア
人
作
家
。

一
九
九
三
年
ま
で
戦
時
下
の
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
に
暮
ら
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
ク
口
ア
チ
ア
に
移
住
し
た
。
現
在
も

ク
口
ア
チ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
近
郊
で
作
家
と
し
て
、
ま
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
。
最
近
の
作
品
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
作
家
パ
サ
ラ
と

の
対
談
式
エ

ッ
セ
イ

『も
う
ひ
と
つ
の
輪
』
(二
O
一
五

年
)
や
一
九
一
四
年
の
サ
ラ
工
ヴ
ォ
を
舞
台
に
し
た
小

説

『ド
ボ
シ
の
夜
』
(二
O
一
五
年
)
な
ど
が
あ
る
。

イ
エ
ル
ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
と
そ
の
作
品
等
に
つ
い
て
よ
り
詳

し
く
は
、
中
東
現
代
文
学
研
究
会
編

『中
東
現
代
文
学

解

選
2
0
1
2
』
(
二
O
ご
ニ
年
)
四
五
ペ
ー
ジ
を
参
照

さ
れ
た
い
。

「
ハ
ヌ
ミ
ツ
ア
」
は
、
乙
の
作
品
が
収
録
さ
れ
た
短

編
集

『サ
ラ
工
ヴ
ォ
・
マ
ー
ル
、水
口
』
全
体
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
日
常
の
中
に
戦
争
と
い
う
異
常
が
入
り

込
ん
だ
サ
ラ
ヱ
ヴ
ォ
の
生
活
と
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が

る
入
閣
の
心
の
機
微
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
ホ
ー
ム

レ
ス
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
男
チ
ポ
が
と
つ
ぜ
ん

《
金
持
ち
の
お
ば
さ
ん
》
か
ら
遺
産
な
ら
ぬ
ア
パ
ー
ト

を
譲
り
受
け
、
ぞ
と
で
一
七
歳
の
娘
と
奇
妙
な
同
居
生

活
を
始
め
る
。
自
分
と
は
ま
っ
た
く
別
の
、
ず
っ
と
よ

質
な
、
本
来
な
ら
自
分
と
は
接
点
も
あ
る
は
ず
の
な
い

世
界
か
ら
来
た
娘
は
、
チ
ポ
に
と
っ
て
天
か
ら
の
贈
り

物
の
よ
う
に
見
え
た
。
彼
女
と
係
わ
り
た
い
、
親
し
く

な
り
た
い
。
け
れ
ど
い
っ
た
ん
係
わ
り
を
持
て
ば
、
そ

の
先
に
は
、
愛
す
る
人
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

恐
怖
が
待
っ
て
い
る
。
チ
ポ
は
過
去
の
卜
ラ
ウ
マ
か
ら

娘
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の
周
囲
に
対
人
防

壁
を
作
る
。
け
れ
ど
娘
、が
砲
撃
を
受
け
て
死
に
ゆ
く
中
、

そ
の
心
の
叫
び
が
噴
き
出
す
の
だ
っ
た
。
表
題
「
お
嬢

さ
ん
」
の
原
語
ハ
ヌ
ミ
ツ
ア

(田
国
E
5
2
令
嬢
)
は

オ
ス
マ
ン
語
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
作
品
「
電
話
帳
」
は
、
イ
エ
ル
ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
の
短
編
集

『歴
史
読
本
2
』
に
収
録
さ
れ
た
一
編
。

『
歴
史
読
本
』
は
も
と
も
と
、
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
の
独
立
系

新
聞

『
D
A
N

(日
々
)』
の
コ
ラ
ム
と
し
て
連
載

さ
れ
た
エ

ッ
セ
イ
風
の
短
編
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の

第
一
集
が
二

O
O
O年
に

『歴
史
読
本
1
』
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ

も
作
家
が
、
自
分
の
育
っ
た
ユ

l
ゴ
時
代
や
そ
の
後
の

ボ
ス
二
ア
戦
争
、
そ
し
て
今
の
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
の
さ
ま
ざ

ま
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
綴
っ
た
短
編
で
あ
る
。
コ
ラ

ム
の
連
載
は
こ
の
第
一
集
刊
行
後
も
し
ば
ら
く
続
き
、

と
れ
を
ま
と
め
た
の
が

『歴
史
読
本
2
』
と
な
っ
た
。

「
電
話
帳
」
に
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
何
も
変
わ

ら
な
い
|

|
故
人
と
な
っ
た
人
の
名
義
変
更
な
ど
決
し

て
起
と
ら
な
い

l
l
ユ
ー
ゴ
時
代
の
サ
ラ
工
ヴ
オ
が
、

シ
ニ
カ
ル
に
か
つ
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
描
か
れ
る
。
非

効
率
的
で
、
前
近
代
的
と
さ
え
い
る
共
産
主
義
時
代
、

誰
も
社
会
的
正
義
な
ど
と
い

っ
た
こ
と
は
考
え
よ
う
と

も
し
な
か
っ
た
時
代
、
し
か
し
イ
エ
ル
ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
の

語
り
を
通
し
て
見
る
と
、
皮
肉
な
こ
と
に
そ
の
時
代
は
、

故
人
の
名
を
守
り
、
遠
く
に
逝
っ
た
人
を
生
者
で
あ
る

か
の
よ
う
に
扱
う
、
古
い
精
神
文
化
の
継
承
で
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
て
く
る
。

『歴
史
読
本
2
』
に
収
録
さ
れ
た
別
の
短
編

「指
輪
」

で
は
、
自
分
の
祖
母
の
死
の
思
い
出
を
、

一
九
八
四
年

の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

・
メ
キ
シ
コ
大
会
で
皆

、が
夢
中
に
な
っ
て
い
た
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
と
重
ね
合
わ
せ
て

描
く
。
長
編
で
あ
れ
短
編
で
あ
れ
、
社
会
の
表
面
で
起

き
て
い
る
こ
と
、
歴
史
の
記
憶
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら

す
人
た
ち
の
内
面
を
繋
ぎ
な
が
ら
ボ
ス
二
ア
の
土
壌
を

描
く
イ
エ
ル
ゴ
ヴ
イ

ツ
チ
の
語
り
の
巧
み
さ
は
、
旧
ユ

ー
ゴ
園
出
身
の
現
役
作
家
で
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
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